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【背景】 

函館では現在、新型コロナウイルス感染症の打撃により観光客が大きく減少しているという課題と、地元住

民が自粛生活を行っているという問題がある。そこで、本プロジェクトでは、前年度までの活動を引き継ぎつ

つ、観光客に函館の音を通じて魅力を知ってもらうと同時に、外出自粛をしている地元住民に向けて函館の魅

力を再発見してもらえるような活動をしようと考えた。 

 

【目的】 

観光地やイベント、さらには公園などの音を発信することで、函館市外に在住の方々のみならず、地域住民

へも函館の魅力を伝えることを目的とする。 

 

【概要】 

函館周辺の音を集め、Web サイト上で公開する。今回、新たな取り組みとして Web サイトの多言語化を図

り、国内だけではなく海外への発信も行う。また、パンフレットを作成し、函館市内の各施設に設置する、SNS

で活動の進捗状況を報告するなどの広報活動を行う。 

 

【プロセスと成果】 

前期は、過年度プロジェクトを把握し、本年度の活動概要を決定した後に、音響班と Web 班に分かれて活

動をした。音響班では、「TASCAM DR-701D」と立体音響での収録が可能な「ZOOM H3-VR」という機材を用い

て音の収録を行った。Web班では Webサイト作成のために Wix を用いた。  

後期でも音響班と Web班に分かれての活動を行った。音響班は音の収録を行いながら、広報用のパンフレ

ットの作成をした。音源収録の際には、ただ音を収録するのではなく、そこで働く地域の方々に協力を依頼して

交流を行いながら収録することを心掛け、地域に密着した活動を行うようにした。Web 班では、収録した音源

の編集をした後に Web サイトに音を掲載するための動画編集を行った。パンフレットは函館市内の計 13 か所

の施設に協力をお願いし、計 180部を 1月中旬から設置した。さらに、サイトに載せる音源説明の英語訳や中

国語訳を行ったほか、マップに配置するオリジナルのキャラクター作成を行った。Web サイトは 12 月 23 日に

一般公開し、その後も音源の更新を重ね、1月 28 日に完成した。SNS での宣伝を行うため Twitter アカウント

を作成し、それぞれの班から 1人ずつを代表として選出し、進捗状況を報告した。 

成果として、本プロジェクトでは函館の音の魅力を伝えるために Webサイトを作成してパンフレットと SNSで

広報活動をした。パンフレットの持ち帰り部数は 72 部(2 月 16 日時点)で Web サイトのアクセス数は 271(2 月

17 日時点)であった。Web サイトには国内のみならず、アメリカや台湾など国外からのアクセスも見られた。ま

た、インターネットを通して私たちの活動を知っていただいた函館市公式観光情報サイト「はこぶら」の函館の

音ライブラリーに音源提供を行った。 

                                         

 
 

 
音源収録の様子 

(左：金森赤レンガ倉庫群 右：函館市熱帯植物園) 
Webサイト上のマップ 



北海道教育大学函館校     

【総括と反省・今後の課題】 

私たちは、新型コロナウイルスの影響による観光客の減少、さらには地元住民の外出自粛に努めなければ

ならないという地域課題に対して、函館特有の音を通じた魅力の発信を行った。前期と後期の活動を通して函

館各地の音を収録し、Web サイトを作成した。広報活動としてパンフレットの作成、SNS での進捗報告を行っ

た。 

反省点としては、SNS での広報活動でプロジェクトを多くの人に広めることができなかったことが挙げられ

る。後期からTwitterを通じての広報活動を行ったが、学外の方々に閲覧してもらうことは容易ではなく、フォロ

ワーの数を増やすことができなかった。また、収録を予定していたイベントが新型コロナウイルス感染症の感

染状況を理由に相次いで中止となってしまったが、そうなった場合の対策を十分に考えておらず、作業が滞っ

てしまったことも反省点である。 

今後の課題としては、SNS での広報活動を函館に興味のない人々にも届くように工夫することであると考え

る。今回のプロジェクトでは後期から SNS での広報活動を行ったが、多くの人に見てもらうためには、早い時

期から始めて投稿数を増やしていかなければならないだろう。さらに、ただ活動の進捗情報を発信するだけで

はなく、音である利点を活かした活動も模索していかなければならない。また、Web サイトでの音源公開や、

SNS を使っての広報活動では、若い世代にしか情報が届かないことも考慮していく必要がある。Web サイトを

中心とした活動以外も、インターネットに馴染みのない方々へ情報を発信していくために、地元ラジオ局との協

力など、活動の幅を広げていかなければならない。現段階では、函館に興味のある人だけの広報活動となっ

てしまっているため、函館に関心のない人々にも面白いと思っていただき、実際に訪れてもらうための方略を

考えていく必要がある。 

【地域からの評価】 

 音源収録やパンフレット配布の際に、昨年度までの

活動を知っている地域の方々に応援の声をいただく

ことがあった。また、収録の交渉の段階で新型コロナ

ウイルス感染症の感染状況を理由に収録をお断りさ

れた施設の方々からも「おもしろいプロジェクトだ」と

言っていただき、活動そのものに興味をもっていただ

くことができた。 

 また、成果発表会において本プロジェクトに寄せら

れた意見に目を通したところ、「音を観光資源としてい

る点が斬新で面白い」「多言語化を図り、海外へもア

ピールして結果も得ており素晴らしい」というようなポ

ジティブな内容が多かった。一方で、「音という独自性

を活かした ASMR や作業用 BGM を導入してほしい」

「面白いプロジェクトであるが広報活動が限定的すぎ

る」というような改善点も指摘された。特に広報活動

が限定的すぎるという点に関しては、プロジェクトメン

バーも問題視しており、方針決めの段階で「ラジオ局

へ協力を依頼してみてはどうか」というような意見が

出たものの実現には至らなかった。しかしながら、函

館市公式観光情報サイト「はこぶら」より函館の音ラ

イブラリーへの音源提供の依頼を受けたこと、「はこ

ぶら」のニュースにも活動が取り上げられたことで前

年度よりも広報の幅を広げることができたのではない

かと考える。 

 

 

 

【その他】 

年間スケジュール 
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＜前期＞  ＜後期＞ 
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方針決め 中間発表  パンフレット作成  パンフレット配布 
    イラスト作成     最終発表 

音の収録 
  Webサイトの作成  

    

 

作成したパンフレット 


